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§１．研究開発実施体制 

（１）「分解性架橋天然ゴム研究開発」グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：土屋 康佑 （東京大学大学院工学系研究科、准教授） 

② 研究項目 

・架橋剤の分子設計・合成 

・架橋天然ゴムの分解性評価 

・架橋天然ゴムの物性評価 

 

（２）「架橋天然ゴム材料の構造および分解性評価」グループ（京都大学） 

① 研究開発代表者：沼田 圭司 （京都大学大学院工学研究科、教授） 

② 研究項目 

・架橋天然ゴムの構造評価 

・架橋天然ゴムの物性評価 

 

§２．研究開発成果の概要  

今年度は、ジアシルヒドラジン構造を含有する新規架橋剤を新たに設計・合成し、これを架橋剤

として用いた架橋ポリイソプレンの作製と分解性評価を行った。低分子タイプのジアシルヒドラジン

架橋剤を用いてハイドロゲルをモデル架橋体として作製し、次亜塩素酸ナトリウム溶液を作用させ

たところ、超低濃度の次亜塩素酸塩においても迅速に分解が起こり、可溶性高分子鎖が得られる

ことを確認した。また、化学酵素重合法によりジアシルヒドラジドユニットを有する反復配列ポリペプ

チドを合成し、これらの架橋剤としての応用可能性について模索した。ジアシルヒドラジン架橋剤を

用いてポリイソプレンとラジカル発生剤の存在下架橋反応を行い、架橋ポリイソプレンを作製した。

得られた架橋ポリイソプレンについて次亜塩素酸ナトリウム溶液中における分解性評価を行ったと

ころ、クロロホルム可溶部で２０％程度の可溶性ポリイソプレンが得られていることを確認し、架橋天

然ゴム材料においてもジアシルヒドラジン部位の分解が有効であることが示唆された。低分子型の

架橋剤を用いたところ分散性が悪く、分解後のポリイソプレン回収率が低かったため、ポリペプチド

型の架橋剤についてポリイソプレンへの相溶性についてポリペプチド型架橋剤の一次構造による

影響について調査した。また、ジアシルヒドラジン架橋剤を用いた架橋ポリイソプレンについて引張

試験により力学強度の測定を行った結果、過酸化物架橋ポリイソプレンと同程度の弾性率を示した。

以上の結果をもとに、ジアシルヒドラジン型架橋剤による架橋・脱架橋システムおよび架橋ポリイソ

プレンの分解性評価に関する研究成果についてそれぞれ論文投稿中である。 
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